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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事
一行あける。
＜連絡事項＞
＜患者様連絡事項＞

・泉川　ケイ子様～頭痛時の予測指示を昨日から中止としていましたが、本日、頭痛を訴えあり、安ヶ平Ｄｒよりロキソニン１Ｔ処方となりました。予測指示は再開してない為、週末の頭痛時、訴えがあった場合は日直医、当直医へ連絡し対応して下さい。

・長谷川　陽一様～排便-3日で、排便困難、薬剤の希望があり、センナリド２Ｔ　１×夕　1日分処方となりました。排便の確認をお願いします。

・赤石　陽介様～定期採血データカリウム2.7と低値があり。安ヶ平Ｄｒへ情報提供し、様子観察の指示がありました。月曜日、主治医へ情報提供してください。

・島浦　美千男様～排便4日なくグリセリン浣腸120ｍｌ処方となりました。排便確認をしてください。

・杉澤　恵子様～排便５日なくグリセリン浣腸120ｍｌ処方となりました。排便確認をしてください。

＜措置入院患者様ケース検討＞

・渡部　亨様～妻の妊娠から不安感、抑うつ感が出現している。抗不安薬が処方となっている。自暴自棄となる可能性もあり、衝動行為に注意し、所在の確認と不安の訴えがあった場合は不安感が軽減できるよう助言しください。

・赤石　陽介様～15日の診察時、「3ヶ月たったら措置入院は終わるんですよね」と質問あり、措置解除の条件について主治医より説明を受けている。しかし、自分のなかでは措置解除と解釈している様子。解除にならないことら、イライラ感などが出現する可能性も考えられる。最近、他者から話しかけられ、「うるせえ」

　　　　　　　　　と暴言や表情を硬くさせることもみられていた。衝動行為と周囲とのトラブルに注意していく必要がある。

＜グループ事業　隔離・拘束の基準について＞

・今週担当スタッフで、車椅子の安全帯使用と24時間のミトン使用についてこの条件が身体拘束

に適用となるか議案検討した。

身体的理由や精神症状により車椅子上での安静を保つことができず、転落の可能性が高い患者様の食事やレクリエーション、散歩などの際の車椅子からの転落防止を目的とした安全ベルトによる固定は、乗り物や遊具の座席ベルトと同質であると解釈され、精神保健福祉法に関する身体拘束の扱いにならないこととし、車椅子からの転落防止を目的とした安全ベルトによる固定を行う場合においては、事前にスタッフ間での十分な意見交換を行い、使用が必要と判断された場合は、医師への情報提供と指示確認をし、安全ベルトでの固定を行う趣旨を医師に記載していただくこととしていく。

上記手順を含めた基準及び手順書の見直しを現在行っている段階であり、随時意見交換と情報提供を行っていく。






















